
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （左記で「⑦その他」となっている場合の詳細）

（今後の経営改革の方向性等）

給水区域内人口の減少に伴う水道施設の一部廃止等が考えられる。

・ ①現行の経営体制・手法で、健全な事業運営が実施できているため
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地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成30年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （左記で「⑦その他」となっている場合の詳細）

（今後の経営改革の方向性等）

・持続率の向上や滞納対策の強化を行い、使用料の改定も視野に入れる。
・汚水処理計画の見直しを行い、維持管理の効率化と効果的な推進を念頭に、長寿命化対策及び計画的な補修更新を実施し、安定した維持管理に努める。

○

・ ①現行の経営体制・手法で、健全な事業運営が実施できているため
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津南町 下水道事業 特定環境下水 ―

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成30年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （左記で「⑦その他」となっている場合の詳細）

（今後の経営改革の方向性等）

・接続率の向上や滞納対策の強化を行い、使用料の改定も視野に入れる
・汚水処理計画の見直しを行い、維持管理の効率化と効果的な推進を念頭に、長寿命化対策及び計画的な補修更新を実施し、安定した維持管理に努める

○

・ ①現行の経営体制・手法で、健全な事業運営が実施できているため
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津南町 下水道事業 農業集落排水 ―

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成30年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （左記で「⑦その他」となっている場合の詳細）

（今後の経営改革の方向性等）

新公立病院改革プランを基に経営改善に取り組んでいく一方で、現行の経営体制では安定した経営を維持し医療の提供を継続していくことが困難であると判断される場合には、経営体制の見直
しについても検討していく。

○

・ ⑦その他 指定管理委託について検討したが、現在の経営状況では黒字化が見
込めず、委託候補先の特定には至らなかった。また、病院の規模縮小
についても検討したが、当病院は町内唯一の病院であり、へき地・中山
間地、さらには日本有数の豪雪地という地理的条件において住民に必
要な医療を維持し提供していく必要がある。現状は一般会計からの補
助金で赤字を補てんしているため、抜本的な改革の取り組みについて
検討しているところである。
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地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成30年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


